
大
阪
人
権
博
物
館
・
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
の
補
助
金
削
減
・
廃
止
に
反
対
す
る
声
明

先
日
、
橋
下
徹
大
阪
市
長
と
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
は
、
大
阪
人
権
博
物
館
（
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
）
を
見

学
し
、
展
示
内
容
へ
の
不
満
足
か
ら
補
助
金
を
打
ち
切
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ

ー
（
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
に
橋
下
府
知
事
（
当
時
）
が
そ
の
展
示
内
容
を
問
題
と

し
、
現
在
は
大
阪
府
市
統
合
本
部
の
特
別
顧
問
の
も
と
で
補
助
金
支
出
の
見
直
し
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
施
設
が
こ
れ
ま
で
に
果
た
し
て
き
た
社
会
的
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
私
た
ち
は
大
阪
府
・

市
の
方
針
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
研
究
、
関
係
資
料
の
収
集
・
公
開

に
よ
る
人
権
意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
る
。
大
阪
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
問
題
を
掘
り
下
げ
る

一
方
、
近
年
で
は
沖
縄
問
題
、
性
差
別
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
幅
広
く
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
は
、
次
代
を
担
う
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た
め
に
設
立
さ

れ
、
精
力
的
な
資
料
の
収
集
に
よ
り
現
在
収
蔵
品
総
点
数
は
四
万
点
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
大
阪

の
空
襲
被
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
や
、
平
和
を
祈
念
す
る
企
画
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
大
阪
府
民
・
市

民
は
勿
論
、
中
国
や
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
人
び
と
か
ら
も
大
き
な
共
感
を
得
、
支
え
ら
れ
て
き
た
。

両
施
設
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
・
目
的
に
則
っ
て
、
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
そ
の
成
果
を
展
示
や
刊

行
物
に
結
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
学
校
や
社
会
教
育
と
の
連
携
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
、
普
遍
的

な
設
立
理
念
の
共
有
の
た
め
に
国
際
交
流
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
人
権
の
尊
重
と
平
和
の
実
現
を
目
指
し
た
両

施
設
に
お
け
る
研
究
・
普
及
活
動
や
国
際
交
流
の
蓄
積
は
、
大
阪
の
み
な
ら
ず
、
日
本
そ
し
て
世
界
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
支
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
は
今
後
、
大
阪
府
民
・
市
民
が
東
ア
ジ
ア

の
人
び
と
と
交
流
を
深
め
て
い
く
上
で
の
信
頼
や
相
互
理
解
の
基
盤
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

両
施
設
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
社
会
的
・
公
的
役
割
に
鑑
み
れ
ば
、
府
知
事
や
市
長
の
個
人
的
な
価
値

判
断
に
よ
っ
て
事
業
の
縮
小
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
到
底
賛
同
で
き
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
本
年
五
月
二
九
日
の
第
一
二
回
大
阪
府
市
統
合
本
部
会
議
に
お
い
て
、
「
近
現
代
史
の
教
育

の
た
め
の
施
設
」
の
設
立
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
提
案
者
の
橋
下
市
長
に
よ
れ
ば
、
同
施
設
は
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
位
置
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
日
本
の
近
現
代
史
を
学
ぶ
教

育
施
設
で
あ
り
、
そ
の
展
示
内
容
は
、
対
立
す
る
歴
史
的
見
解
を
「
両
論
併
記
」
し
た
も
の
に
す
る
と
い
う
。

私
た
ち
は
、
一
方
で
既
に
十
分
な
実
績
を
有
す
る
リ
バ
テ
ィ
・
ピ
ー
ス
両
館
の
事
業
縮
小
・
廃
止
を
検
討
し

な
が
ら
、
他
方
で
府
知
事
と
市
長
の
価
値
基
準
を
軸
と
し
た
新
た
な
近
現
代
史
教
育
施
設
の
設
立
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
私
た
ち
は
大
阪
府
・
市
に
、
次
の
点
を
要
望
す
る
。

一
、
大
阪
人
権
博
物
館
（
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
）
お
よ
び
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
（
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
）

へ
の
補
助
金
打
ち
切
り
等
の
方
針
を
撤
回
す
る
こ
と
。

一
、
大
阪
人
権
博
物
館
お
よ
び
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
尊
重
し
、
今
後
も
事

業
の
継
続
・
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

右
、
声
明
す
る
。

二
〇
一
二
年
六
月
二
六
日

日
本
史
研
究
会

歴
史
学
研
究
会

歴
史
科
学
協
議
会

歴
史
教
育
者
協
議
会


